東北地方太平洋沖地震の方々のために捧げる
祈りの集いに関するお願いと手引き
＋全国の青年の皆さまへ

この度は、祈りの集いにご賛同いただきありがとうございます。
さて、今回の祈りの集いは、『それぞれの場所で同じ時間帯に同じ意向を持ってみんなで祈る』ことによって、私たちは『主とつながり』、『主と共にいる』ことを黙想できるように、これを一番の基本であることを念頭に入れて、祈りの出来るように祈り構成を考えています。

当初、企画担当者は、各地区で皆で集まってテゼを中心にした祈りが出来たら良いと考えていました。しかし、特に東北、関東地方では、思うように動けない状況の方がいること、余震などによって、ロウソクなども思うように使えないなど、家庭でも簡単に出来る祈りにしてほしいというご意見も多数頂きました。
そういったご意見をもとに、今回はこちらから『テゼの祈りVer.』と『ロザリオの祈りVer.』の２パターンの祈りの形式を提供させて頂きました。どちらも式次第はWord形式で編集可能となっております。それぞれの会場、家庭での状況を判断していただいて、各自アレンジ等しながら祈りをしていただけたらと思います。極端な話、ロザリオ一環だけでも構わないです。はじめに述べたとおり、『同じ意向を持ってみんなで祈る』ことを大切にして、今回の祈りの輪を花束にして、被災地に伝えていけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

■義援金について

各会場で義援金箱を用意して頂けると良いと思います。

箱を入口においたり、祈りの最後に回すなど、方法はそれぞれに任せます。

集まった義援金は、それぞれの責任をもってカリタス・ジャパンに送金をお願いいたします。

～募金受付口座～

郵便振替番号：00170-5-95979、加入者名：カリタスジャパン

振込用紙の通信欄　□呼びかけ中の募金（　）内に、〈東北地方太平洋沖地震〉と明記して下さい。

※なお、特別な事情で、カリタス・ジャパン以外の団体への寄付をご希望の場合も、東北地方太平洋沖地震の被災者のために使われることが明確であれば構いません。
■各会場の祈りの集いの様子を、被災地にも伝えよう！
今回の祈りの集いを何か被災地に伝えられたらという意見もたくさん頂きました。

現状の被災地の状況を考えると、やはりネットでの配信が一番妥当だと判断しました。

そこで各会場の祈りの風景や、応援するメッセージを掲げた集合写真、短い祈りなどを紙などに書いて１人ひとりが持って写った写真など数枚程度で、携帯電話カメラで写真を撮って（注：デジカメなどでサイズの大きいものは控えて下さい）、その場で下記のアドレスにぜひ送って下さい。
その際、タイトルに『○○教区△△会場より』と書いて頂けると嬉しいです。こちらでその日中に随時アップして、下記のアドレスから見られるようにしていきたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。
写真データの送付先　：pray_together0327@yahoo.co.jp

写真アップ先アドレス：http://photos.yahoo.co.jp/pray_together0327
なお以上の点などで、ご不明な点がありましたら、下記のメールアドレスに送信くだされば、追ってこちらからご連絡させていただきます。感謝のうちに。

２０１１年３月２０日

企画担当窓口：

稲畑愛子（東京教区）、片岡義博（名古屋教区）

Mail :  pray_together0327@yahoo.co.jp

